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心肺停止状態に陥った傷病者を発見し、迅速な通報と胸骨圧迫及びＡＥＤによる  

救命処置していただいた４名に、消防長感謝状を贈呈します。 

                        

令和８年２月１２日 

成田空港記者会 各位 

各 報 道 機 関 御中 

 
救命処置により傷病者の社会復帰に貢献した 

救急救護協力者４名へ消防長感謝状を贈呈します 
 

 

 

 

 

 

 

１ 日  時  令和８年２月１９日（木）  １４：００～ 

 

２ 場  所  富里市消防本部２階 消防長室 

 

３ 被表彰者  大槻
おおつき

 龍巳
りゅうじ

 さん  山田
や ま だ

 裕美子
ゆ み こ

 さん 

磯村
いそむら

 紘二
こ う じ

 さん  武仲
たけなか

 得郎
とくろう

 さん 

 

４ 功績事象   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
問合せ先 

担 当 消防本部消防総務課総務管理班   

担当者 小川、伊藤 

電 話 ０４７６－９２－１３１５【直通】 

ＦＡＸ ０４７６－９３－８８３７ 

メール syobo＠city.tomisato.lg.jp 

令和７年１２月７日（日）１４時１０分頃、富里社会体育館（愛称：とみリーナ）

のトレーニングルームを使用していた大槻さんは、同室内で卒倒する 

傷病者を目撃。１１９番通報とＡＥＤの手配を受付事務員の磯村さんと

武仲さんに依頼した後、すぐに胸骨圧迫を実施し、武仲さんによる  

１１９番通報が行われました。 

また、別用で同施設を訪れていた山田さんは、急病人がいることを  

聞きつけて現場に赴き、大槻さんと共に胸骨圧迫を実施しました。 

磯村さんがＡＥＤを持って現場に駆け付けた後、山田さんは傷病者へ 

ＡＥＤを装着。心室細動を起こしていた傷病者に対して電気ショックを

実施しました。その後、磯村さんと共に胸骨圧迫を継続し、救急隊に 

引き継いだものです。 

大槻さん、山田さん、磯村さん、武仲さんの４人による迅速かつ勇気の

ある一連の行動は、救急隊到着時までの空白時間を埋める理想的な

「市民による応急手当」で、救命の連鎖により傷病者は社会復帰する 

ことができました。 




